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水の汚染と大腸菌群並にその菌型について

桑　　原　麟　　児※

島　貫　光治郎※※
（長琶矛員3毫壬｝三5｝月2三正ヨ受曖）
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ま え が き

　三界何れの國でも水の汚染の指標として大腸菌群が重要視されている。我

々が普通大腸菌として見ているのは、グラム陰性、無芽胞の程菌で乳糖を分

解して酸とガスを勉戊するすべての好気性通性嫌気性藤で勝謂大腸菌群に入

れらるべきものである。これら大腸菌群は普遍にはlr幻Qユ反応、　Me℃hγユー

red反応、　VOgUs－PrOskauer反応、クエン酸ソーダ培地発育即ち珊臓O一

＄γste難と1乎ばれる括っの反応によつて分短することが出来、糞便性大勝藤

である翅＄Cherichia　COU工ζうみならず、齢Cher1Chia　COU翼、中

閥型αエユter∬1ed，ia七es）1及び丑、　AerObaetOr　aeroge筑es工：及び丑

等に分けられる。

瀦轟先に北瀧蜘，也区撒蘇市雛の荊、の1り、勲し、殆ん。す

べての井戸ば大腸菌群を見た。併し乍らこれらの大腸繭群が果して糞便性の

ものであるか否かは疑問である。今鱈これらの井戸水を再び倹査し、一股測

菌数、大腸薩群数更にその菌型を晃た。

　ま揮札幌布を繭北に貫流し東西に分ける翻底川、札幌市上水泊：の水源たる

豊平川について両様の研究を行い且、札幌市駅尿活化槽に投入蔚の凝尿を採

駁し、その大腸菌欝の薦型を参考までに見た。

試 験 方 法

　（1）　試験試料

　試料は泥炭地の三水については、昭和3憂年7月30鐸（天候曇蒔々小醐、

北海道空知郡の泥炭地某市街地より採水、30試料について検：回した。

　創成届の水についてはオ1曙（昭和3毫年5月2◎日天候晴）オ2隣（5

月27緯天候晴）、オ3幽（6月3［ヨ天得曇、時々雨、　前臼、　前々臼雨）に

わたって、札幌市北20条以南南16コ口での6点について採回した。創成

川は爾より北に流れ、これらの地点は市の中心部で特に鴎塩条、北3条、北

9条までは汚染が甚だしいものと想像される。更にオ幻製（6月10擬天候

晴）．オ5幽（6月22臼天候晴）．の2回にわたって、、北・呈4条以北5点を
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検水した。北2垂物以北は人家比較的まぼらになるが、途中札幌市罎尿消化

槽（北光処運場、北27条策1丁輿）がある。晦して琢6譲貝（6月2ジ日

天候晴）に、これら全流域のエ3点を選んで検査し瓦。これらの採水地点は

図1に示した。

　また厩尿申の大腸菌群菌型を見るために．は北光処理場投入蔚の簾尿を試料

とした。

　豊平川の水については8月11鱗（天側購）欺即の地点で採かくした・

　（2）　試験方法

職舗生検三門飲回・検翻麟2、継絵下水試、戴賑従って型

の如く滅菌ハイロートで採水し、嶺：究蓋に，持ち帰って可二曲速かに試験に移

った。大腸菌半数は最擁法侮．：P．瓦）によったが、．推定試演、確定試1険、完

全試鹸により判定した。またこの藤果大腸菌群と確認した菌株を工癖ic

sγSt樋によって各菌璽に分断した。なお本試験ではゼラチン分解による

：BaCfer工u灘。■Oa’caの分錬は省1婚した。従って本i夷験で　一AerO－bac㌻Or

菰β潔O霧e簸esの中には或いはCユOacaが奮まれているかも却れ｝よい。

成績並びに考察
（1）　泥炭地井水

回欝の先の調査1悔融・紬学1辮牒は三門著るい・ものカ・ある．そ

の結果は表1に示したが、一般縮暦数で飲三遍の係準を1QO中100以下に．

とると、飲回濾は盤かに2ケ所であるQICC中の一般七四数が10，000をこ

えるものが8ケ所もあった。

　また大腸菌群はすべての弁戸をこ陽性に出ていて、この点から篭えばすべて

が飲料不適となるQ大腸葡群最確数の少ない試料は一般細菌数も亦、比較的

少い傾陶が見える。前凹の冬季の調査に．於ては今羅と閥じ井戸について大野

菌群を検査したが、金く陰懐のものが3ケ所あった。演顯の蔓の調査では

13唖の門戸中、瞬性僅かに2（1．垂9％）であったが、掴菌掌的汚染は夏が

著るしいようである。

　更に表1には各試料より分離した10株づ蕊の菌型の分布を示した。これ
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を通覧す．ると鶏SCheri℃hia　cO■i　I及び互型ともにないものが9試料に及

んでいる。このことは大腸菌群陽性と書う烙昂をおされた井戸で、それが必

らずしも糞便による汚染を意味するとは限らないのではないかとの疑閥を抱

かせるに充分である。飲料水試験に大腸菌群試験が最重要視されている理由

は、それを糞便汚染として販扱っているからであり、それでこそ消化器伝染

病予防の立場からも、大腸菌群の有無が非常セこ問題となって来るわけである。

その立場から轡うときに、大腸菌群と奮っても全く糞便と関係のない場合、

直に．それを飲料不適とするのは根拠がないことになる。況してやそれが食晶

衛生法の二二を受ける店舗に於て賞業不許可の自由となることは、法の盲点

とも轡えよう。

　一般にEscherichia　cO■1々ま糞便性のものであり、申闘型やAerObac七Qr

aerOge工窪esが非糞便性とされている。併し乍ら、中醐塑は王として土壌中

に、　Aeroge馳esは主として櫨物中に存すると雷うものの知中主i魁やAe：㌶ogene＄

が金く人間や動物の糞便中に存在しないかと書うとそうではなくて、盤か乍

らこれら亀亦、糞便中に存在することは蜘CGOnkey踊）5）　その臨によつて

報告されている。

α町6）は焔ゆ難中のA…9・n・・は非常雌少で、もしか債1嬢の

際に、Aero8；eaesが辺scherlc圭↓1aよりも多く検出されたならば、それは

糞便汚染を受けない±：壌によって汚染されたものかまたは糞便汚染にしても

甚だ遠い過去のそれを意味し、病二三腸内菌の危険はないものと断じている。

　このことは飲料水の検査に当って単に大腸菌群のみで断ずるとき、少くも

糞便汚染をうけない水をも、糞便汚染として飲魁不適に入れる危険性をもつ

ことを三昧する。と書ってまた水中より分離された大腸萄群が鷺SChe亘。戴a

・Qユi日夕回すべて二二性であると回るわけ｝嘱行かない．蜜・脚の

はAerOgenesや中間型は人闘の糞便中の常在菌で、時に旦SCher1Cユiaよ

り検出率が高いとさえ欝っている。この論述は余桟特別の場合であって糞便

中でAerQ9θ漁esや申闘型が皿sc圭！er‡o■1aを慧すことは減多にないであろ

う。著者等もこめ闘の藝蛸を見るた塀こ札1肺尿尿消化榴処理揚に投入前の

嚴尿を採取し、大腸菌群を分離してエェ牌1c　syStel登によって菌型分布を見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
た処、・表3に示す如く、．姻の株の中で6％％は聖cher1C垣a　c・ユiエ、

一喚7一



26596は皿SCherich1勘CO■i豆、　↓1％が工rregUユaτtγpeで、この場

合は中間型やAerOgenesは金くなかったq唯中閥型やAerOgθnesは殆んどが

土地や植物に由来するとしてもすべてが非糞便性であるとも断轡できない。

飲料水のような健康に直接関係あるものでは、少しでも可能性があれば販旧

いに慎重でなければならない。表1のEsc｝⊥erichlaを分離出来なかったタ

例の井戸も次の2つの理歯一一（1）中点型やAerOge捻esが全く非糞便性の

ものばかりであるとも断讐禺来ない，（2）菌株を分離したのは沓試料につき猿

か10株づ蕊であり10晶晶にlilなかったからと言って直に全くESCherich工a

OO■iを否定することも出来ない一・一によってやはり飲料水としては考慮

を要するのは勿論である。もしも更に多くの藤株をとって検査した結果それ

でもE6C1露richia　cO■1が発見出来なかった場合には、この汚染は糞便に

よるものではないと考えてよいと患う。糞便に汚染されながら何度検査して．

も猛scherlcぬ1a　co■1が発晃されないとは考えられないからである◎糞便

性汚染が慎：璽に否定された場合、　この飲料水としての適否は一般二二・数その

飽化掌的検査から考慮さるべきである。

　表2には二二とし，ての菌型分布を添した。旦βCぬerichiaが五ピ倒的に多い

が、多数の糞便性汚染が葎するように思われる。一般に井戸の衛生砺保護の

観念に乏しく、ツルベを通しての汚染な：ど考えられないでもない。事実詞記

した井戸30の中屋内でポンプ式1基、三内でツルベ式3、謄外でポンプ式

2、絃外でツルベ式1．1であったがも表1に於て最も汚染が蔑だしいと思わ

れる番母農、　12、　29は侮れもツルベ井戸であっプこΩまた100CC中の大

腸菌群口000を越えた井戸は末ンプ式は16申憂に対して、ツルベ弍は1日

中8で、ツルベ式の方が極端に多い。またその中でもポンプ式ではその毫つ

の中3つまでが通scherichia　cO3．i力三存在しないのに対し、ツ炉べ式8っ

の中琵Gcheriehia　CO葺のないものは僅か2つであった。

井上、齢8）は荊、より茄飢ブ・大擁群の爾粉禰逸・Ch顧・臨

CQよi工及び豆5玄3％、中闘湿工及び亙23％、　AerO磁。恥r　a鍵Og町しe＄1

及びX1乳7％であったと報回しているがこの比率は錫SCherichiaに於て

著者の二二より麟高いQ

蝋噛8一



表弐． 北海道某泥炭地区市街地井水の綱菌学的検査

試料 一般 大腸菌舞 大 腸 菌 群　　菌 型

細菌数 最二二
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（溢三）　辺。1、猛。聾；琵SC淑er1C1亘a，　OO工1工型及び丑型、

　　　工。工、工。夏：工n七er薫ed．iat；e田じアp『（臥鴇縄乏豊）】：魂及び狂魏、
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表，．糖道某融駆篇地井ガ，。り分離した大腸欝の面分右．

菌　　　　　　型 数 ％
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表3　． 罎尿より分離した．木生菌群の菌型分布
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　②　創成川流水

　創成川の検査は6図にわたって行った。

　オ工回～オ3図は南16条より北20条までの市街地内6点より採水し、

オ岳図、男・5癩は前者より更に’下流北2盛条以北、次オに人家まぼらとなる

5点を選び、オ6園はこれら全体から約6㎞の間に13点を選んで採水した。

各採水点は図1に、試験成績は表憂、表5、表6に示した。

　表を通覧するに川は薦7条、編垂条の辺より次オに汚染度を増し、北9条

の附近で急激に汚染されている。最も繁華街とも謡うべきは旭岳条一北3条

附近であるが、これらの場所よりも北9条で汚染を甚だしく受けているのは

それまでの汚染の蓄債の他に、この附近までが市内下水の流入か最もはげし

いためと考えられる．この無敵員脚27年玉無井上9）、昭和33年中村、

遠藤10）の創成川の硝妊槻ても認められる。検査最下流の地点雛も、汚

染ほ可成りはげしく宙浄作善の効果は認められない。総じてこの川の汚染は

著るしく一般細菌数、大腸菌群最擁数の状態から推して、その汚染の糧度は

庄礁均の大輔内の酬1に勝るとも劣らない。

欄齢紛鯉分瞬刻に沮．た識・c厩・甑鋤嘲本の÷を占めて

いることは可成り糞便汚染があることを意味するが、それにしてもこのよう

セ晒瞬断るい暢含でも号織・ch・r・・h・・以外のものであることも期

すべきである。

　た父この場合前記井々の場合と棊って、どの地点の水も多少の差はあれ、

必らず膿Cherichiaが存在した。即ち最上流と雄もすでにどこかで糞便の

汚染をうけていることを示唆する。

　北20条以爾と北2毫条以北とでは後者にEscherichia　cOユiの1贔現率

がはるかに高い。これは後：春が詫鐘化糟の放流水の影響を受けたためかも知れ

ない。併し乍らこの両者の差は統計学的には有意では沈貢い。
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表　4　札i晩市創早川（北20条以爾）流水の細萬学的検査

試料
辱

オ 1優1試験 （5・2G） 才2國試験 （5・27） オ3鋼試験 （6・3）

番暑
採　水　易　所

透視度
漏般細菌数
i1G麟つ

大勝菌群最確
M（1しOcc中） 透視度

愕一
汚X職数
iIc．c．中）

大腸菌群最確
煤i100CC中） 透視度

一般緬菌数
i1cΩ中）

大腸菌群最確
煤i100C帥）

1 南16条たいざん橋 28．0 嶺♪300 330 1気7 ・エ26，000 2，径00 30．0 770 氏ヲOO
2 南11条公三巴 27。、0． 1垂0 2，400

@島　　　　　　」

28．3 1，8◎0 2，4CO 28．0 565 1，3◎O

3 薦　　盛　　条　　橋 22．◎ 駕垂◎0 嘱oo 25善 1，ヲ70 7，900 29．o タ87 3，300
幽 北　　3　　条 橋、工監。 亙」憂70 7爵ヲ00 24．9 3，200 22，000 26．0 ，35 ろ900

以．ヒ

5 北　　，　　条　　橋 ．12二G 多5，00G 16，◎OG ユ， 75，0GO 5噛O，O◎0 1墾。Q 25，60◎ 工30，◎o◎
6

　　　　　　・一i北　2　◎　条

　　　題ﾚL翌μ50。 170，000｝ 嵐5 o11町。。・ 鼠5 2　1，500 280，◎OO

ζ

i

表ユ　魏1臨購賊舟（北2る条以北）流水の籏轟菌掌鳴謝査

オ壊 鐵試験． （6．10） オ5 園試験 （6．22）

透；槻度 職欝
大腸耐宕綴確・数（10GQC中）

透幾度
一般緬菌・数

i1cc中）
大腸菌群最確
煤i100QG中）

7．0 三Q？．Qoo 16，000以．ヒ 1G5 ξ2，50Q 350，0◎G
養．o 61，000 350，000 3．o 2　8，000 130，000
7．5 56，000 160，000 6．0 26，000 43，000
9．5 512β00

農9．000　甲 65 30，0CO 350，000
14．0 75，0eo ま10，000 ＆Q 嬉600 7②000



表　　6・　　札幌市創成川（市街金域）流水の細菌学的検：査

試　料

ﾔ　号
採　、水　　揚 所透視度 一般細菌数@（1QC申）

大腸菌群最確数
i100cc申）

1
南16条たいざん橋 30．0 ＆60◎ 馬900

2 爾　　1　密条　　　橋 3α◎ 151000 馬600

3

爾11条ゑ園禽 30．0 農馬600 4♪900

4 南　　7　　条　　橋 30．O 1ろ600 1ろ000

5 南　　嶺　　条　　僑 30．O 19，200 皿馬000

6 北　　　3　　条　　橋 15．0 1縫．659 1馬’00」，⑪’

7 北　　　タ　　条 」　1α0
嶺1「0，000

　　　以上1，600，り0◎

8 北　　15　条　　　檎 1α0 8乙750 350，000

ヲ 北　　20　条　　　橋 6．◎ 8馬500 杢6．000

1e 北　2魂　条　　檎 ．8．◎ 150，000 330，000

工1 北　　2，　条　　　橋 6．0 12到000 2　80，000

12 新　　i琴　　似　　礪 6．o 1ジ5，000 790，000

13 薪川と創成川との交叉点 ユ◎ 103，500 2毫0，000

一53一



妻

談

多

表
÷．

倉il成月i涙益かくよ　り分・懸婁しプこ’大薙易菌灘羊の薩1型分布

菌　　　　　　　　型
北2
i：オ4、

o条以前．3屈調査）

北2
iオ気

、4条以北5図調査） 全　　　　　　　　体

iオ6画調査〉
合 計

・数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％

鴛SC！よerlchia　cOユi　王 29 2，．6十垂．5　　　・，…

窃2
35．0十受，3　　　一阿 54 3崔．6十3．8　　　　 125 335十2．毫　　　一

〃　　　　　　〃　　∬ 0 o 0 o 1 0，6一←05　　一 1 0ザ3十〇．3　　｝，

工葺七er　Mediaむe　工 10 1α2一一・｝3．0　　　　一蝉 10 8．3一ト25　　｝「圃 8 5．1十ま，ア　　㎝ 28

〃　　　　　〃　　　夏 13 13．3÷3β　　　一　 27 225十3．8　　　… 23 1岳．8十2，8　　　一富 63 16．8十1．9　　　｝

ム．erObac七（）r　　aerQge］甑es　　　王 30 30．6十委．6　　　一 2慈
20．2十3．6　　　｝顧 30 19．2十3．2　　　　 8奏 22．慈十2．2　　　一

〃　　　　　　　〃　　　　狂 6 6。工＋2．曲　　一 5 ↓2十1．8　　… 8 5．7．＋1．7　　㎜ 19 5．ユ十エ。1　　一

工rreguユar取：Pθs 10 10．2＋3．0　　　一

工2 10．〇十2．7　　　一 32 20．6＋3．3　　　一 5喚
1裡．喚十1．8　　　一

計 98 10◎．◎ 120 10e．O 156 100．o 37轟 100．0
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　（3）　　豊平ノ「1灘；ζk

　豊平川の検査は鼠賊に示す地点に於て行？た。即ち豊平川の上流より定山

灘賄で鎌さ柏荊・舗して樺祉繭唖継ムのあ・毒繍と
簗るまでの豊平川本流と支流掬井川ぐ4・樽内川及び薄刷川に於て16地点で

採試したbなお帳面川は更に東北をζ流れ、札幌甫を貫流して石狩川にそエい

でいるボ」簾舞以下の点は今麟は省略した。

　表8に見らぴ如く一般恩顧数、大腸菌群最便数とも上流に少く、下物虚に

なるに従って少しづ玉増加しているが、試料番号工1に至って急激な増加を

見せているのはこの地点で定出漢温泉の下水流入の著るしい影響があったこ

とを意味する。定山漢附近の畜類汚染状態は．細菌掌的に晃て札幌市内診成川

の汚染にも滋敢する。それ以下融菌数が次素直減少しているのは霞浄作用の

ためと思われる。著者等鴛〉はかって福欝市を貫流する剛武隈川の水質を四

孝1を遜じて検査し、市中を流れる闘に汚染された水も、約し51蝕流れると殆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1紛んど汚染前斑Jち市街流入前の婬1農1になることを見た。伊藤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も亦醗武隈及

び松川に於てi思様のことを見ている。今図の揚合，定山谷における汚染甚だ

しく、喚～5臨流れた試料叉毯番の地点に至っても可成り浄化されてほいる

が汚染醜までには恢復していない。

　試覇蚕弩エ5、16と再び垂心数が増加しているのは簾舞市街地に入って

の再汚染のためであろう。

　試料番暑年無5に於て大腸菌群が発見出来なかったのは寧ろ意外であった。

著欝15）の経験によれば人郵塗れた山間の僻地で繍干の汚染はあるもの

である◎燈心の試料は，検水1㏄、、　（瓦工QG、　α01C魚、　（瓦001C亀のφ通りに

ついて型の如く推定、確定、完全試験を行ったものであるがもしも飲料水の

試験の揚合の如く10◎Qについても調べていたならば、或は少量ながら大腸

菌群を議即したかも知れない。醒し乍らこれらの試料は一般細磯数も甚だ少

いので或いは大腸菌群は全く存在しないか、存在しても極めて少量であろう。

　定山漢温泉の下流となるのは試料番鳥11以下であるが、圃潟．泉より下流

の番弩1－1。まであ漏話分布は表8を一見して鎚che質chla　c・U力誹

常に少く盤かに試料寒暑8と10にのみ存在することが判る。番琴1急以下

ではすべての試科封SCherichia　cOユiが見出されているのは大腸菌群数の

　　　　　　　　　　　　　　　＿56黙



急増と共に温泉街の糞便汚染の疑を濃くする。

　表9には豊平川の大腸菌群の菌型分布を添したが遥SCheriChia　cOhの

比率は創成川より寧ろ鞘多くなっているが勿論有意の差はない・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
　表工◎は定山回温泉より下流と直1温泉より上流及び漏．泉街汚染の影響を受

けない支．流とに分けての菌型分布を示してある。猛SCねericぬia，　COhの出

現比率を見ると、定山漢温泉の下流は圃温菱藁の影響を受けな．い上流や麦流に

比して圧倒的に高率でありまたその差は統計掌的に有意でもある。定山漢で

可成り濃厚な糞便の汚染をうけていることを疑うに充分である。このことは

生物化掌的或は化学的検査とイ副夷って、河川衛生の立場から充分な考慮と対

策が必要となって爽るであろう。

→5・7縞

　　、



衰　8・ 豊平川流水の細菌学的検査

試料
　　採
番号

　　　　　一　　般

水場所鵬菌数
　　　　　（10c中）
　　　　　　　轡

大腸爾群

　確数濫
　OCC中）猛．1

大　　腸　　菌　　藩　　菌　　翌

、．．

A』工rreg．

1 豊：羽鉱山上流 60 2
（白井川本禰）

2
大江沢豊羽救護
煢｡（白井平麦濁

670 垂90　　で 0 0 2 4 1 3

3 鉱画沈澱池下流

@300η
喚0 （一）

晶 湯沢含流露10吻 80 （一）

1

5 時雨檎上流200窮 60 （一）

　…

U

1半蔀欝糟｝（小轡内川）

530 慈30 o 0 o 8 o 2

7 猿欝欝 570 110 o o 5 5 o o o

8 豊橋下流5◎％
i豊平川本流）

2，垂20 垂60 5 3 2 0 0 0 0

ド 銚子9取水口 1，220 61 o
i
3 0 o 5 o 2

§　10

定山臥発電疑獄
?路（発電用水） 9森0 6喚0 6 0 o 、　エ

p
o 3 0

11
　　　　　　　　　｝

ｿ電所横 p2，蝦6，600 92，000 3 0 2

｝　　2

P
1 ◎ 2

12 錦橋下流100州
宙苣?合流薗 294，500 11，000 工 o 垂 3 o o 2

13 一の沢発電藤
ﾋ水井 易300 1，000 7 ◎ 0 3 0 0 o

14 黄金ダム販水掃
i百松沢合流後）

嶺♪600 1，300 6 o o 1 3 ◎ o

15 簾舞発電所
@（放流目） 6ユ85 エ，700 7 1 ◎ 1 0 0 1

16 簾舞生水日
i上水道水源）

2を♪550 3’500． 6 0 Oi 縫 0 o 0

嗣謬8．一



表　9．　豊平想より分離した大腸菌群の菌型分布

菌

琵SCherichia　CQユi　　I

〃

工a七er　Medla七e　　I

〃 〃 五

五

型

AerOわactor　aerogenes　　王

〃

工rregu■ar　七アpe

計

〃

41

7

18

29

18

3

1通

130

・数
％

｝・8

j～’47ノ、｝・・

31．6十憂．1　　　暫一曹

@5．4一トー1．タ　　　…

@　　　「

P3．8十3．0　　　一一．一

Q2．3一・・ト3．6　　　－

P3．8十3．0　　　㎝

@2．3十工2　　　｝

ﾜ0．8÷2．7　　　…

37」0

R6．工

P6話

0 100．0

表　10．　定閏漢温泉の汚染有無によって分けた大腸菌群蕗型分庫

丁台 ．逸SCheric並iaモnユiI及び∬
＝［ぬ七er　巫edi＿

≠狽?ｓ　I及び五
AerObac七〇r
㈲ﾃenes

工rregu
祉Apes

定出灘謡腺 17 27 17 9

の影響なき
場所 （2血3±5・喚） （38・6±氏8） （2｛乱3十5邑1） （12．8・±

「一

　　㍉闔R灘線 31 20 4 5

炉F．

の下流 （51．6±5ほ） （33，4±6．1）’ （6・7±3・3） （8・3±3．

計 墨8 φ7 21 1毫

計

70

（エ。αo）

60

（10αo）

130

（　）　内は％

一5ヲー
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総 括

蓄者等は泥炭地井水・・札幌市を貫流して市申で汚染を受けたと思われる創

成川簿グ三縄灘温泉を導過する輩平川の水の細菌学的検査特に大腸菌群並び

にその菌型分布を早て次ρ結果を得た。、

　1）泥炭地弁水の検査では30試料のす嘗てが大腸菌群陽性であったが、

そのうち9試料は菌型分律於てEsr寧i・漁・q耳が全くなカ・つた．

井水の汚染は地申からのみならず、ツルベ等による人為的汚染もあるように

思われる。

　2）創成川の汚染は甚だしい。またどの地点の試料か1＞も鷺sche亘磯主↓a

COliが必らず発見された。

　3）豊平川は上流が細菌学的に清澄であるにも拘らず、定山野温泉街に撃

て著るしく汚染され・温泉より下関ま上流や支流と異り・掬ρherlc士庶ia

COhが必らず存在し、また両者の遇SC｝エerichia　cO■i娼現妻ヒ率には統計，

掌的に有意な大差がある。

　潤筆するに．当り研究の援助を得た助教授那須理軍士に感謝する。

　本研究のうち、豊平絹の研究の費用の一都は本教蜜汐1、オ2講座の諸域

と共陶の文都雀科学研究費（試験研究、主題．河川の自浄作興の研究．代表ゐ

林猛：雄教授）によった。記して謝する。泥炭地井水の調査には岩舟沢保健所、

浜本所長以下所貫斎位、当確村長及び衛生係各位の御援助を得た。謝意を表

する。
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